
 
 
 

 

『友嬉祭』を終えて ～生徒たちの輝きと学びの成果～  

１０月２５日（土）に友嬉祭を開催しました。保護者の皆様にはご参加 

いただき、ありがとうございました。また、PTA 役員の皆様には様々ご協 

力いただき、感謝申し上げます。閉会式で、次のように講評をしました。 

 まず午前の部。フィンランド訪問の発表からスタートしました。オール 

イングリッシュによるプレゼンテーションは、現地での体験を自分の言葉 

でしっかりと伝えており、聞く側にもその感動が伝わってきました。各学 

年の探究活動の中間発表では、日頃の学びの積み重ねがよく表れていまし 

た。１年生「未来ツール」では、便利さだけでなくリスクや課題にも目を 

向け、それを乗り越えようとする姿勢が印象的でした。２年生「現場を通 

して未来を創造する」では、現状分析と根拠に基づいた課題解決の発想が 

光っており、今後の探究にもつながる力を感じました。３年生「みんなの 

居場所づくり」では、「ピース」をキーワードに、責任をもって行動し考え 

たことを形にする努力が伝わってきました。科学部は「科学の甲子園ジュ 

ニア兵庫県大会」準優勝おめでとう。AI を活用した発表も興味深かったで 

す。美術部の共同制作も、協力の様子が伝わる美しい作品に仕上がってい 

ました。生徒会のランタン企画は、幻想的な光が会場を彩りました。この 

企画はずいぶん苦労があったと聞いています。多くの人の努力と支えによ 

って、初めてできたものです。思いだけ、要望だけでは実現しないという 

ことを学ぶ機会にもなったのではないでしょうか。 

次に午後の部。まず各学年の合唱。一人ひとりが自分らしく歌う姿がと 

ても印象的でした。ハーモニーは、ただ音を重ねるだけではなく、異なる 

個性が響き合うことで生まれます。歌うことが得意な人もいれば、苦手な 

人もいます。それでも、互いを思いやり、折り合いをつけながら一つの音 

楽をつくり上げる過程にこそ、合唱の醍醐味があります。今の社会では、 

他者を批判したり、自分の思いだけを優先したりする風潮も見られますが、 

合唱を通じて「相手を思う心」や「協調する力」の大切さに気づいた生徒 

も多かったのではないでしょうか。心に響く歌声をありがとう。指揮や伴 

奏を担当した皆さんも、緊張の中でよく頑張りました。お疲れさまでした。 

吹奏楽部の演奏は、元気をもらえる楽しい時間でした。有志による発表で 

は、歌やダンス、映像表現など、会場全体が一体となるような工夫が凝らされていました。

今年は展示や掲示物もひと味違い、各学年・教科の取り組みが「STEAM」のコンセプトに沿

って色分けされ、工夫やアイディアがとてもわかりやすく表現されていました。みなさんの

学びのプロセスと成果が、見事に可視化されていたと思います。まさに今年のテーマ「Youth 

Place～カラフル 笑顔の輪をつなげよう～」のとおり、一人ひとりの個性と笑顔、そして仲間

とのつながりが感じられる一日でした。これは、学年を超えて学校全体で力を合わせ、努力

を積み重ねてきた成果です。今日の頑張りを振り返るとともに、支えてくれた仲間・先輩・

後輩・保護者・講評いただいた先生方への感謝の気持ちも忘れずにいてほしいと思います。 
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〔振り返りから抜粋〕 

・生徒会企画のランタンがとても綺麗でした。ランタンで「青春」という言葉を表していて、心に残りました。他学年の合唱も感 

動しました。私も 2・3 年になったら迫力のある合唱を歌ってみたいです。心に残る友嬉祭ができて楽しかったです。 

・みんなの頑張りがよく伝わりました。３D プリンターで作ったスタンプラリーがあったので、色んな展示場所を回れるよ 

うになっていて、混雑することなくよかったです。フィンランド発表が全部英語だったので、すごいなと思いました。 

・みんなが本気と全力で取り組んでいるのを感じた。自分もこういうふうにやれたらなとか、参考になる発表とかも多くて 

面白かったし、プロの人の講評とか今後に生かせることが多くあったと思う。 

『これからの部活動のあり方を考える』勉強会を行いました！ 

１０月２８日（火）に、近年全国的に進められている「中学校の部活動改革」について、

本校でも理解を深める機会として、全国各地の取り組みに関わっておられる大学の森田先生

（幼稚園長）をお招きし、勉強会を開催しました。森田先生からは、以下のようなお話を伺

いました。「部活動は教育課程外の活動であり、生徒・教員ともに参加は任意であること。し

かし、その点については保護者や地域の皆様の理解が十分に浸透していない現状があること。

働き方改革をはじめとする社会的な背景を踏まえると、部活動改革は喫緊の課題であること。

今後は、教育サービスとしての部活動から、各市町村による社会教育・生涯学習の一環とし

て地域展開されていく方向性があること。」このような内容を通じて、部活動の在り方が大き

く変わろうとしていることを教員一同改めて認識しました。本校においても、子どもたちや

保護者の皆様の中には、さまざまなご意見やご心配があることと思います。しかしながら、

こうした社会的な流れは全国的に進行しており、避けて通ることが難しい状況です。そこで

本校では、「Well-being（ウェルビーイング）」の視点を大切にしながら、 

子どもたちの健やかな成長と教職員の働き方の両面に配慮した部活動改 

革を、段階的に進めてまいりたいと思います。保護者の皆様、地域の皆 

様には、今後ともご理解とご協力をお願い申し上げます。 

教育相談 ～悩みやいじめの早期発見に向けて～ 

 １０月３０日（木）～１１月１０日（月）にかけて、「生活アンケート」をもとに教育相談

を実施しています。また、１２月には「無記名式アンケート」も実施します。 

 

【11 月の行事予定】 

11(火)～13(木) 期末テスト 

19(水) 生徒集会 

21(金) 小・中 PTA 合同教育講演会 

22(土) 附属小学校入学者選抜試験 

25(火) 国際貢献型留学生実習開始（～28 日） 

27(木) ３校園合同不審者対応訓練 

【12 月の行事予定】 

4(木) 生徒会立会演説会・選挙 

5(金) 生徒会選挙結果発表 

9(火) 令和 8 年度入学者選抜出願受付開始 

10(水) 生徒集会 

15(月)～19(金) 三者懇談会 

23(火) 終業式、生徒会引継式 


